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お焼香のいわれ お焼香の考え方
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お焼香については、儀式の宗派に合わせるという考え方と会葬者
自身の宗派に合わせるという考え方があります。
どちらも間違いではありませんが、会葬者が大勢の時は、儀式の流
れに配慮し、焼香する回数を考えることや（敢えて１回にする）、
合掌・礼拝の前に左右どちらかあいている場所に避けて次の方が
香炉にすすみやすくしたりといった心遣いも必要でしょう。

「お香」は古来より、人の願いや信心を仏様に伝える使者といわれ、
私達の祈る心が香煙に乗って仏様やご先祖様に伝えられるといわれ
ています。また「お香」は穢れをはらい、香りを漂わせて邪気を除
き心身を浄めるといわれますので、宗教的に不可欠なものです。
お焼香の作法として「合掌・礼拝」の時に、儀式や自身の宗派の
お念仏やお題目、御宝号を心の中で静かに唱えるとよいでしょう。

そもそもお焼香は
誰のために
何のために
行うのでしょう？

そうですね…
お焼香について
あらためて考えて
みましょうか

お焼香は「故人様と自身の最後の
お別れの儀式」という意味があり、
香煙によって自身の願いや思いを
仏様や故人様にお伝えすることと
考えられています

また、「良い香りをお供えする」
という意味もあると
いわれています

祭壇正面に向かい
一礼をして香炉に近づく

お香をつまんで
香炉に静かに入れる

合掌・礼拝をする。
その後一歩下がって
祭壇に礼をして席に戻る

宗派によって
作法や焼香する
回数に違いが
ありますよね

式の宗派、
自身の宗派
どちらの作法に
あわせるか…

どちらの考え方も
間違いではないですが
会葬者が多い
場合などは
儀式の流れに
配慮した、所作が
大切でしょう

お焼香は
大切な方を偲び
心を手向けて
行うことが大切なのです



お焼香の際の「お礼受け」について 遺族・親族のお焼香について
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近年、お焼香における過剰な作法を多くみかけますので注意しま
しょう。第一に遺族や親族が会葬者に一礼をして焼香場にすすむの
はひかえましょう。葬儀の場において、第一に尊ぶべき方は「ご本
尊様」や「故人様」になります。
また、最初に焼香をする方が過剰な作法（何度も礼をする）を行う
ことにより、その後にそれにならって過剰な作法が続くことになり
ますので注意しましょう。

遺族はお焼香時に起立をして「お礼受け」の必要はありません。なぜなら、
心身ともに疲れきっている遺族を労い親戚が変わってお焼香の「お礼受け」
を行うというのが元々のあり方だからです。しかしながら、来賓のお焼
香時には仕事上の立場もありますので、焼香場の横に起立し、「お礼受け」
をしたほうが好ましいとの考え方も最近ではあります。

※ 遺族、親族、会葬者を問わず、葬儀式中は個々の挨拶や礼を行わない
ことが本来の作法といわれています。遺族、親族へのお悔やみの挨
拶は、葬儀開式前か終了後に様子を見て行うべきものです。したがって、
お焼香の時に礼を行うことは本来は必要ありません。

遺族が
立ってお焼香の
「お礼受け」している
姿も見ますね

ただ来賓の
お焼香の際などは
遺族が立って「お礼受け」した方が
良い場合もあるかもしれません

本来は、
不幸に際し疲れきっている
遺族に変わり、
親戚が「お礼受け」を
行うものです

葬儀で第一に尊ぶべき方は
誰でしょうか？

遺族・親族はお焼香の時
会葬者への礼を
ひかえさせていただき、
まずは第一に尊ぶべき方に
礼をすべきですね

喪主など最初に焼香を行う人が
過剰な作法を行ってしまうと
後の方も
それにならってしまいますよ

「故人様」や
「ご本尊様」
でしょうか

その通りです！

本来は「お礼受け」に
立たなくてもよいですが、
お気持ち次第という
ことでしょうか

その通りですね



会葬者のお焼香について 高瀬地方のご仏前での作法について
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立ってご遺族に礼をし、振り返って周囲の参列者に礼をし、お焼香
の後も同様にする様子を近年多々みかけます。
これは、葬儀に際して精神的な負担が大きな親族に何度も礼を強
いることになりますので、十分考慮しましょう。
この考え方はキリスト教儀式の「献花」や神道儀式の「玉串」をお供え
するときも同様です。

香川県西讃地方ではお焼香時、お賽銭を「お香料」としてお供えする風
習があります。受付でお香典をお供えしていますので、お賽銭を置かず
にお焼香をしても何も問題はありません。また、遺族はお賽銭の必要は
ありません。
一般会葬者は受付後、式場後方の一般焼香場で随時お焼香をすませてか
ら席につく風習があります。
お焼香は葬儀中、遺族・親族のお焼香の終了後に仏前の焼香場へ案内さ
れるのが一般的ですが、上記のような作法は当地の風習です。

会葬者の方でも
丁寧に礼をされる方が
いらっしゃいますよね

当地方に
独自の風習が
あります

一般会葬者は、
受付後
一般焼香場で随時
お焼香を行い

会葬者席に着席して
葬儀に参列するという
風習があります

このように風習や宗派の違いはあれど、
ご仏前では故人や遺族の方を大切に想って
作法を行うことが大切です

はい
良く分かりました

例えば、お焼香の時に
「お賽銭」をお供えする
風習です

香炉に近づいた時
先に「お賽銭」を
お供えし、
お焼香の作法を
行います

一礼をして

ご仏前では
「故人様」への敬意と
遺族の負担を第一に
考えるべきでは
ないでしょうか

大切な方を
重んじてくださいね

それは、遺族や親族に
何度も礼を
強いることになりますね

一般焼香場

親族用焼香場
会葬者席


